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群
馬
県
内
市
町
村
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
課
題
と
解
決
策
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め
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近
年
、
地
方
都
市
の
地
域
力
の
低

下
が
拡
大
し
て
い
る
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ

れ
ば
、
日
本
全
体
で
二
〇
一
〇
年
か

ら
二
〇
四
〇
年
に
か
け
て
、
約
七
割

に
あ
た
る
千
百
七
十
の
市
区
町
村
に

お
い
て
、
人
口
が
二
割
以
上
減
少
し
、

ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
人
口
割
合

二
五
㌫
以
上
の
市
区
町
村
は
六
十
九

（
四・
一
㌫
）
か
ら
八
百
四
十
二

（
五
〇・
〇
㌫
）
に
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
群
馬
県
に
目
を

向
け
る
と
、
県
全
体
の
人
口
は

百
九
十
七
万
人
か
ら
百
六
十
三
万

人
と
一
七
㌫
減
少
す
る
が
、
市
部
の

減
少
率
は
一
六
㌫
、
町
村
部
の
減
少

率
は
二
四
㌫
と
、
町
村
部
の
ほ
う
が

減
少
幅
が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
で
商
店

や
病
院
な
ど
の
生
活
基
盤
施
設
が
閉

店
・
撤
退
が
相
次
ぎ
、
日
常
の
生
活

す
ら
維
持
が
困
難
に
な
り
、
冠
婚

葬
祭
や
伝
統
行
事
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。

　

そ
こ
で
政
府
は
二
〇
一
四
年
、
地

方
創
生
法
を
制
定
し
、
す
べ
て
の
都

道
府
県
、
市
町
村
が
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
「
地

方
創
生
総
合
戦
略
」
と
い
う
。）
を
策

定
し
た
。
同
時
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
将
来
人
口
を
推
計
し
そ
の

前
提
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
策
を
計

画
し
た
。
こ
れ
は
右
肩
上
が
り
に
人

口
が
伸
び
て
い
く
と
い
う
バ
ラ
色
の
計

画
か
ら
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
現
実
を
見
つ
め
、
よ
り
実
態
に
近

い
計
画
を
促
し
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

し
か
し
計
画
の
中
身
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
例
え
ば
都
道
府
県
を
例
に

取
る
と
、
地
方
版
創
生
総
合
戦
略
に

お
い
て
二
〇
四
〇
年
の
将
来
人
口
フ

レ
ー
ム
を
示
し
て
い
る
二
十
五
都

道
府
県
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
値
の
合
計
は

六
千
二
百
六
十
二
万
人
で
あ
る
の

に
対
し
、
対
策
に
よ
っ
て
減
少
割

合
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
高
位
推

計
の
合
計
値
は
六
千
六
百
六
万
人

と
、
三
百
四
十
四
万
人
も
多
い
。
群

馬
県
の
第
十
五
次
総
合
計
画
で
は
、

二
〇
四
〇
年
に
は
百
六
十
三
万
人

に
な
る
と
い
う
予
測
に
対
し
、
出
生

率
が
回
復
し
た
場
合
の
低
位
推
計
を

百
七
十
万
人
、
社
会
移
動
も
回
復
し

た
場
合
の
高
位
推
計
を
百
八
十
万
人

と
し
て
い
る
。

　

市
川
（
二
〇
一
六
）
は
都
道
府
県

版
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
分
析
を
通

じ
、重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

で
掲
げ
ら
れ
た
女
性
の
就
業
率
、
医

師
数
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
、
全
国

同
時
に
達
成
さ
れ
る
時
は
訪
れ
な

い
、
結
果
と
し
て
国
が
想
定
し
た
地

方
創
生
に
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、
移
住
や
子
育
て
支

援
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施

す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
人
・
モ
ノ
・

カ
ネ
の
限
ら
れ
た
パ
イ
を
奪
い
合
う

だ
け
に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
全
体

で
は
事
実
、
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
拡
大
合
戦
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
合

戦
な
ど
に
よ
り
、
自
治
体
間
で
激
し

い
消
耗
戦
が
巻
き
起
こ
っ
て
お
り
、

群
馬
県
の
町
村
が
勝
ち
組
に
な
る
と

は
限
ら
ず
、
長
期
的
に
見
て
地
域
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
方
向
に
働
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
の
考
え

る
持
続
可
能
な
自
治
体
の
定
義
と
将

来
の
課
題
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ

た
上
で
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
筆
者
の
若
干
の
ア
イ
デ
ア
を
提

示
す
る
。

　

群
馬
県
の
人
口
は
全
体
と
し
て
、

一
九
七
〇
年
の
百
六
十
六
万
人
か
ら

二
〇
一
五
年
に
は
百
九
十
七
万
人
と

増
加
し
た
が
、
市
町
村
別
に
見
る

と
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
（
図
１
）。

す
な
わ
ち
東
部
、
中
部
、
西
部
の
各

地
域
は
概
ね
人
口
が
増
加
し
て
い
る

の
に
対
し
、
利
根
沼
田
お
よ
び
吾
妻

地
域
の
市
町
村
は
軒
並
み
人
口
が
減

少
し
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
四
〇

年
に
か
け
て
は
吉
岡
町
を
除
き
人
口

は
減
少
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
労
働
人
口
も
減
少

が
予
測
さ
れ
る
。
千
葉
大
学
な
ど
の

研
究
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
未
来
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
就
業
者
人

口
は
二
〇
一
五
年
の
九
十
七
万
人
か

ら
七
十
二
万
人
に
減
少
、
特
に
町
村

部
は
三
五
㌫
も
減
少
し
、
市
部
で
も

二
三
㌫
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
進
み
あ
る

程
度
緩
和
さ
れ
る
と
し
て
も
、
担
い

手
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。

　

筆
者
の
考
え
る
持
続
可
能
な
自
治

体
の
条
件
と
群
馬
県
内
自
治
体
の
将

来
の
課
題
に
つ
い
て
表
１
に
示
し

た
。
す
な
わ
ち
将
来
に
わ
た
り
、「
残

し
て
活
か
す
」「
つ
な
い
で
生
み
出

す
」「
学
ん
で
助
け
合
う
」
の
三
つ

に
留
意
し
た
政
策
の
推
進
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
以
下
の
よ
う

な
課
題
の
克
服
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
残
し
て
活
か
す
」
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
（
地
場
産
業
）
の
育
成
が
求
め
ら

れ
る
。
群
馬
県
内
は
中
部
や
東
部
を

中
心
に
大
き
な
雇
用
を
生
み
出
す
大

企
業
の
工
場
が
立
地
し
、
経
済
的
に

大
き
な
寄
与
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

浮
沈
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
や
本
社
の

経
営
方
針
に
大
き
く
に
左
右
さ
れ
、

二
十
年
後
の
予
測
が
つ
か
な
い
。
し

２
．
群
馬
県
内
市
町

村
の
将
来
推
計
人
口

３
．
持
続
可
能
な
自

治
体
の
条
件
と
県
内

の
将
来
の
課
題
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た
が
っ
て
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら

は
不
確
定
要
素
の
大
き
い
産
業
の
み

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る

も
の
を
活
用
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

地
場
産
業
の
育
成
と
人
材
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

自
然
や
町
並
み
・
伝
統
産
業
な

ど
を
活
用
し
た
観
光
の
育
成
も
重
要

で
あ
る
。
県
内
の
観
光
入
込
客
数
は

二
〇
一
一
年
の
五
千
八
百
万
人
か
ら

二
〇
一
六
年
に
は
六
千
四
百
万
人
へ
と

八・八
㌫
増
加
し
た
が
、
観
光
客
消
費

額
総
額
の
半
分
は
日
帰
り
客
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
利
根
沼
田
地
域
以
外
の
地

域
で
は
今
後
着
地
型
観
光
へ
の
移
行

に
よ
り
経
済
効
果
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
つ
な
い
で
生
み
出
す
」
に
つ
い
て

は
、き
め
細
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
医
療
・
介
護
や
教
育
な

ど
の
人
材
確
保
は
、
市
部
、
町
村
部

共
通
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
県
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
優

秀
な
人
材
の
首
都
圏
な
ど
へ
の
流
出

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
や
人
材
の
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
学
ん
で
助
け
合
う
」
に
つ
い
て

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

共
同
作
業
維
持
の
た
め
の
人
材
確
保

を
い
か
に
行
っ
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
る
。
県
内
で
も
市
部
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
十
分
実
施
で
き
て
い

る
地
区
が
多
い
が
、
そ
の
よ
う
な
地

域
で
も
今
後
人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
将
来
活
動
が
維
持
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
都
市
と
農

山
村
間
の
人
的
交
流
も
住
民
の
学
び

の
場
や
生
き
が
い
の
醸
成
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
。
県
内
で
は
こ
の
よ
う

な
地
域
間
交
流
は
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
相
手
先
も
今
後
人
口
減
少

が
進
む
中
で
そ
の
維
持
が
課
題
で
あ

る
。
ま
た
県
内
の
外
国
人
労
働
者
数

は
二
〇
一
六
年
十
月
現
在
二
万
五
千

人
を
超
え
て
い
る
。
今
後
は
中
部
、

西
部
以
外
に
も
外
国
人
が
居
住
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
、
異
文
化
の
理
解

や
交
流
が
不
可
欠
で
あ
る
。

４
－
１　
地
方
創
生
の
指
標

︱ 

移
住
人
口
か
ら
活
動
人
口
へ

　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
の
以
上
の
課
題
に
対
す
る
解

決
策
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
？　

筆
者
は
地
域
間
で
人
的
資

源
、
物
的
資
源
を
奪
い
合
う
の
で
は

な
く
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
を
互
い
に
融
通
し
合
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

人
的
資
源
に
関
し
て
は
、
定
住
人

口
や
移
住
人
口
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
社
会
活
動
に
参
加
す
る
人
た
ち

を
増
や
す
こ
と
を
推
奨
し
た
い
。
例

え
ば
、
普
段
は
東
京
に
居
住
し
働
い

て
い
て
も
、
週
末
や
長
期
休
暇
を
利

用
し
一
定
期
間
群
馬
県
内
に
滞
在
し

行
事
の
手
伝
い
や
清
掃
な
ど
の
社
会

活
動
に
参
加
す
る
人
が
増
え
れ
ば
、

地
域
は
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
観
光
目
的
で
訪
れ
る
人
数

と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
な「
交
流
人
口
」

と
は
異
な
る
概
念
で
あ
り
、
筆
者
は

「
活
動
人
口
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
河
井（
二
〇
一
五
）の
言
う「
地

域
参
画
総
量
」
と
類
似
し
た
概
念
で

あ
る
。
定
住
人
口
を
増
や
そ
う
と
移

住
対
策
を
進
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
定
期
間
地
域
に
滞
在
し
社
会
的
な

活
動
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
対
策
を

も
っ
と
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
で
設
定
す
る
Ｋ

Ｐ
Ｉ
と
し
て
、
移
住
に
よ
っ
て
獲
得

す
る
夜
間
人
口
や
、
観
光
に
よ
っ
て

獲
得
す
る
交
流
人
口
を
設
定
す
る
だ

け
で
は
な
く
、「
二
地
域
居
住
人
口
」、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ン
な
ど
に
よ
る
「
長
期
滞
在
人
口
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
企
画
し
そ

れ
へ
の
「
参
加
人
口
」
を
目
標
と
す

る
な
ど
、
多
段
階
に
目
標
を
設
定
す

図１　群馬県内市町村の人口増減率（1970〜2015〜2040年）
　　　国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所の推計をもとに筆者作成

表１　持続可能な自治体の条件と課題
（中口、2014に加筆）

４
．
地
域
間
連
携
に
よ

る
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
︱
奪
い
合
い

か
ら
分
か
ち
合
い
へ
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る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

４
－
２　
「
分
か
ち
合
い
」
の

具
体
的
な
提
案

　

そ
こ
で
、
県
内
の
市
町
村
職
員
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
参
考
に
、
活

動
人
口
を
増
や
す
手
立
て
、
す
な
わ

ち
「
分
か
ち
合
い
」
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
提
案
と
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
農
林
業
の
手
伝
い
（
除
草
な
ど
）

・
地
場
産
業
の
工
程
の
一
部
の
手
伝
い

・
自
治
会
の
共
同
管
理
地
の
環
境
管

理
（
水
路
や
公
園
な
ど
の
草
刈
り
・

泥
の
除
去
作
業
な
ど
）

・
空
き
家
・
空
き
地
、
道
路
の
清
掃
、

除
草
、
ご
み
撤
去
な
ど

・
伝
統
行
事
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
手
伝
い

・
パ
ソ
コ
ン
・
も
の
づ
く
り
教
室
な

ど
の
講
師（
特
技
を
持
っ
た
人
向
け
）

・
お
年
寄
り
や
子
ど
も
と
の
相
手
・

交
流
メ
ニ
ュ
ー
（
人
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
好
き
な
人
向
け
）

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

を
提
示
し
た
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
だ

け
で
は
人
は
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
都

市
住
民
は
自
分
が
居
住
し
て
い
る
地

域
の
活
動
に
も
参
加
で
き
て
い
な
い

の
に
、
敢
え
て
遠
く
の
地
域
活
動
の

支
援
に
来
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
観
光
や
趣
味
を
主
目

的
に
し
て
来
訪
し
、
そ
の
つ
い
で
に

支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
現
実

的
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
お
祭
り
の
前
日

に
、
マ
ラ
ソ
ン
や
山
車
が
練
り
歩
く

コ
ー
ス
の
ご
み
拾
い
を
行
い
、
認
定

証
を
渡
す
。

・
そ
の
町
の
名
所
や
風
景
を
題
材
と

し
た
句
会
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
そ
の

披
露
を
兼
ね
て
地
元
の
高
齢
者
福
祉

施
設
に
お
い
て
お
年
寄
り
と
交
流
す

る
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
者
の
返
礼
品
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
寄
付
が
使
わ
れ
た
場

所
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
そ
の

場
所
の
清
掃
活
動
を
行
う
。

と
い
っ
た
形
で
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
、
温
泉
に
つ
か
り
、
趣
味
を
楽

し
み
な
が
ら
、
そ
の
合
間
に
少
し
だ

け
地
域
貢
献
を
す
る
と
い
っ
た
形
態

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
最
初
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
参
加

者
を
こ
れ
ま
で
つ
き
あ
い
の
あ
る
姉

妹
都
市
に
限
定
す
る
と
か
、
特
定
の

大
学
と
提
携
し
、
大
学
生
に
限
定
し

た
学
び
の
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
と

言
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
筆
者
の
考
え
る
持
続

可
能
な
自
治
体
の
定
義
と
将
来
の
課

題
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
た
上

で
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
筆

者
の
若
干
の
ア
イ
デ
ア
を
提
示
し

た
。
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
全

国
の
す
べ
て
の
自
治
体
で
同
時
成
立

さ
せ
る
た
め
に
は
、
物
的
・
人
的
資

源
の
分
か
ち
合
い
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
移
住
一
辺
倒
で
は
な

く
社
会
活
動
に
参
加
す
る
人
、
す
な

わ
ち
「
活
動
人
口
」
を
維
持
す
る
こ

と
を
政
策
目
標
と
す
べ
き
と
い
う
の

が
筆
者
の
主
張
で
あ
る
。

　

群
馬
県
の
町
村
に
住
む
人
々
が
達

成
感
を
感
じ
つ
つ
楽
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
、
互
い
の
地
域
の
共
存
・

共
栄
に
よ
っ
て
持
続
可
能
性
を
互
い

に
高
め
合
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
中

之
条
町
元
職
員
の
山
本
政
雄
様
、
太

田
市
職
員
の
斉
藤
尚
仁
様
、
浅
野
真

由
美
様
、
伊
勢
崎
市
職
員
の
田
部
井

恵
美
子
様
、
高
柳
尊
弘
様
、
星
野
忠

良
様
、
東
京
都
小
平
市
職
員
の
新
井

啓
明
様
、
横
山
雅
敏
様
、
畠
田
菜

穂
様
ほ
か
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

図
２　

�

活
動
人
口
の
増
加
目
標
と

対
策
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．
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